
＜漁業管理課＞
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水 産 資 源 の 持 続 可 能 な 利 用 管 理 、 生 産 ・ 流 通 基 盤 の 整 備 の 推 進 に よ り 、
本 県 水 産 業 の 成 長 産 業 化 を 支 え ま す 。

－ 漁 業 管 理 課 －
－ 漁 港 漁 場 整 備 室 －

１ 重 点 目 標

① 技 術 革 新 と 漁 場 利 用 の 最 適 化 に よ る 生 産 力 強 化
② 水 産 資 源 の 利 用 管 理 の 最 適 化
③ 環 境 に 配 慮 し た 責 任 あ る 水 産 業 の 推 進
④ 災 害 に 強 い 漁 村 と 安 全 対 策 の 推 進
⑤ 漁 村 ・ 内 水 面 の 多 面 的 機 能 の 発 揮 促 進

２ 令 和 ５ 年 度 事 業 の 概 要

① 技 術 革 新 と 漁 場 利 用 の 最 適 化 に よ る 生 産 力 強 化

○ 水 産 基 盤 （ 漁 場 ） 整 備 事 業 （ ２５１㌻ ） ２ ２ ５ ， ５ ０ ０ 千 円 【 漁 場 担 当 】
海 岸 線 が 単 調 で 天 然 礁 に も 恵 ま れ な い 本 県 海 域 の 漁 場 生 産 力 の 向 上 を 図 る た め 、 魚 礁 漁

場 を 整 備 し 、 漁 業 経 営 の 安 定 ・ 向 上 を 図 る 。

② 水 産 資 源 の 利 用 管 理 の 最 適 化

○ 資 源 管 理 イ オ ベ ー シ ョ ン 推 進 事 業 （ ２５２㌻ ） １ ５ ， ６ ６ ６ 千 円 【 資 源 管 理 担 当 】
水 産 資 源 の 最 適 な 利 用 管 理 と 環 境 保 全 へ の 対 応 の た め 、 国 の 水 産 政 策 の 改 革 に 基 づ く 資

源 管 理 へ の 適 切 な 対 応 を 図 り つ つ 、 P D C A サ イ ク ル に よ る 本 県 独 自 の 資 源 の 利 用 管 理 シ ス
テ ム の 高 度 化 及 び 種 苗 放 流 に よ る 資 源 造 成 、 藻 場 ・ 干 潟 等 漁 場 機 能 保 全 の 取 組 を 総 合 的 に
推 進 し 、 本 県 漁 業 生 産 力 の 持 続 的 な 向 上 を 図 る 。

○ う な ぎ 資 源 持 続 的 利 用 対 策 事 業 （ ２５６㌻ ） ５ ９ ， ８ ５ ０ 千 円 【 漁 業 管 理 担 当 】
資 源 の 減 少 が 指 摘 さ れ 、 国 際 取 引 規 制 の 恐 れ が あ る ニ ホ ン ウ ナ ギ の 持 続 的 な 利 用 の 確 保

に 向 け 、 国 際 的 な 体 制 の 下 で 国 が 進 め て い る 資 源 管 理 や 養 殖 業 の 規 制 管 理 を 適 正 か つ 円 滑
に 進 め 、生 産 量 全 国 第 ３ 位 の 位 置 に あ る 本 県 ウ ナ ギ 養 殖 業 の 持 続 的 か つ 健 全 な 発 展 を 図 る 。

③ 環 境 に 配 慮 し た 責 任 あ る 水 産 業 の 推 進

○ 海 藻 等 養 殖 施 肥 マ ニ ュ ア ル 作 成 事 業 （ ２５４㌻ ） ３ ， ４ ２ ４ 千 円 【 資 源 管 理 担 当 】
近 年 本 県 で も 始 ま っ た 海 藻 等 養 殖 に つ い て 、 不 足 し て い る 栄 養 塩 類 を 効 率 的 か つ 安 定 的

に 強 化 す る た め の 施 肥 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 、 県 内 全 域 へ 展 開 さ せ る こ と に よ り 、 生 産 性 の
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向 上 と 安 定 化 、 収 益 性 の 向 上 に よ る 複 合 経 営 の 確 立 を 図 る 。

④ 災 害 に 強 い 漁 村 と 安 全 対 策 の 推 進

○ 水 産 基 盤 （ 漁 場 ） 整 備 事 業 （ ２５１㌻ ）【 再 掲 】 ２ ２ ５ ， ５ ０ ０ 千 円 【 漁 場 担 当 】
海 岸 線 が 単 調 で 天 然 礁 に も 恵 ま れ な い 本 県 海 域 の 漁 場 生 産 力 の 向 上 を 図 る た め 、 魚 礁 漁

場 を 整 備 し 、 漁 業 経 営 の 安 定 ・ 向 上 を 図 る 。

○ 水 産 基 盤 （ 漁 港 ） 整 備 事 業 （ ２５７㌻ ） １ ， ６ １ ４ ， ８ １ ７ 千 円 【 漁 港 担 当 】
安 心 ・ 安 全 な 水 産 物 の 安 定 供 給 を 図 る た め 、水 産 物 の 生 産 及 び 流 通 の 基 盤 と な る 防 波 堤 、

係 留 施 設 等 漁 港 施 設 の 整 備 を 推 進 す る と と も に 、 漁 港 施 設 の 老 朽 化 対 策 や 地 震 ・ 津 波 対 策
を 重 点 的 に 進 め る 。

・ 水 産 流 通 基 盤 整 備 事 業 ５ １ ３ ， ４ ５ ０ 千 円
流 通 拠 点 漁 港 （ 北 浦 漁 港 ） に お い て 安 全 ・ 安 心 な 水 産 物 の 安 定 供 給 を 図 る た め 、 防 波

堤 、 係 留 施 設 等 を 整 備 す る 。

・ 水 産 物 供 給 基 盤 機 能 保 全 事 業 ３ ３ ８ ， ０ ０ ０ 千 円
川 南 漁 港 外 ５ 港 に お い て 、 老 朽 化 す る 漁 港 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 り つ つ 更 新 コ ス ト の 平

準 化 ・ 縮 減 を 図 る た め 、 機 能 保 全 計 画 に 基 づ く 維 持 ・ 補 修 等 の 保 全 事 業 を 実 施 す る 。

・ 漁 港 施 設 機 能 強 化 事 業 ５ ９ ３ ， ０ ０ ０ 千 円
大 堂 津 漁 港 外 ５ 漁 港 に お い て 地 震 ・ 津 波 対 策 や 近 年 の 高 潮 ・ 高 波 対 策 と し て 漁 港 施 設

の 機 能 強 化 を 図 り 、 漁 港 及 び 背 後 集 落 の 安 全 対 策 を 推 進 す る 。

・ 水 産 生 産 基 盤 整 備 事 業 １ ０ ４ ， ０ ０ ０ 千 円
土 々 呂 漁 港 に お い て 水 産 物 の 安 定 供 給 体 制 の 構 築 を 図 り 、 水 産 環 境 と 漁 港 施 設 の 一 体

的 な 整 備 に よ り 、 水 域 の 環 境 保 全 対 策 を 推 進 す る 。

・ 漁 港 機 能 増 進 事 業 ４ １ ， ６ ０ ０ 千 円
南 浦 漁 港 外 ４ 港 に お い て 、 漁 港 の 利 用 者 や 生 産 者 の 就 労 環 境 の 改 善 や 漁 港 施 設 の 有 効

活 用 な ど 、 漁 港 機 能 の 増 進 を 図 る

・ 港 整 備 交 付 金 事 業 １ ６ ， ０ １ ７ 千 円
夫 婦 浦 漁 港 に お い て 、 地 方 港 湾 と 第 一 種 ・ 第 二 種 漁 港 が 連 携 し て 地 域 再 生 を 推 進 す る

た め 、 係 留 施 設 の 付 属 設 備 を 整 備 す る 。

・ 漁 村 総 合 整 備 事 業 ８ ， ７ ５ ０ 千 円
富 土 漁 港 外 １ 港 に お い て 漁 業 集 落 排 水 施 設 整 備 な ど 、 漁 業 集 落 に お け る 生 活 環 境 の 改

善 を 図 る 。
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⑤ 漁 村 ・ 内 水 面 の 多 面 的 機 能 の 発 揮 促 進

○ 「 美 し い 宮 崎 の 港 づ く り 」 プ レ ジ ャ ー ボ ー ト 適 正 管 理 強 化 事 業 （ ２５８㌻ ）
１ １ ， ２ １ ８ 千 円 【 漁 港 管 理 担 当 】

県 民 共 有 の 財 産 と し て の 美 し い 宮 崎 の 景 観 を 守 る た め 、「 美 し い 港 づ く り 」 を 推 進 し 、
漁 港 等 に お け る プ レ ジ ャ ー ボ ー ト の 放 置 艇 問 題 の 解 決 を 図 る 。 ま た 、 プ レ ジ ャ ー ボ ー ト 調
査 員 を 配 置 し て 、 未 申 請 者 等 対 策 を 推 進 す る と と も に 、 係 船 環 や 周 知 看 板 等 の 環 境 整 備 を
行 い 公 共 水 域 等 の 適 正 利 用 を 促 進 す る 。

漁 業 管 理 課
直 通 電 話 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ １ ４ ８
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ １ ０
Ｅ － m a i l g y o g y o - k a n r i @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p

漁 業 管 理 課 漁 港 漁 場 整 備 室
直 通 電 話 番 号 ０ ９ ８ ５ － ３ ２ － ４ ４ ７ ８
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ １ ０
Ｅ － m a i l g y o k o g y o j o @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p
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魚礁等の整備により生産環境の充実を図り、本県漁業の生産力の向上を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 日向灘に来遊するカツオやマグロなど回遊性の魚類を滞留させ、
効率的な漁獲による高度利用を図るため、浮魚礁の再編整備に
より生産性の高い漁場づくりを推進

② 沿岸漁業の生産力向上を図るため、稚魚などの生息の場となる
藻場礁や基礎生産力を向上させる増殖礁等の造成により、水生
生物の生息環境を整備

⑵ 事業スキーム
①② 県

⑶ 成果指標
新たな漁場整備により想定される漁獲の増加量
現状（令和元年）１１トン ⇒ 令和７年４００トン

事業の概要

水産基盤（漁場）整備事業
漁業管理課 ２２５，５００千円
【財源：国庫、県債、一般財源】

藻場礁の整備

表層型浮魚礁
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和
５
年
度
ま
で

)
(２

)第
６
次
水
産
業
漁
村
振
興
長
期
計
画
の
策
定

(令
和
３
年
３
月

)
・
水
産
資
源
の
利
用
管
理
の
最
適
化
と
環
境
に
配
慮
し
た
責
任
あ
る
漁
業
の
推
進
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⑴ 事業内容
① 海藻等養殖における施肥マニュアルの作成

・海域における実証試験
・施肥マニュアルの作成
・協議会の開催

⑵ 事業スキーム
①県

⑶ 成果指標
マニュアルの普及による生産量の増加

・現状（令和２年度）ワカメ：1.0トン → 令和９年度 5.1トン
カキ類：4 0トン → 〃 5 9トン

事業の概要

海藻等養殖施肥マニュアル作成事業

令和５年度～令和６年度事業の期間

漁業管理課 ３，４２４千円
【財源：国費、一般財源】

近年本県でも始まった海藻等養殖について、不足している栄養塩類を効率的かつ安定的に強化するための
施肥マニュアルを作成し、県内全域へ展開させることにより、生産性の向上と安定化、収益性の向上による
複合経営の確立を図る。

事業の目的
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養殖施肥
マニュアル

海藻等養殖施肥マニュアル作成事業【別紙】

モデル海域において実証試験を行い、マニュアル化
に必要なデータを収集
・令和５年度：モデル海域でのワカメ養殖試験の実施
・令和６年度：データに基づく実証・改良試験の実施

・協議会の開催

・海域における実証試験

実証試験で得られたデータを用い、水産試験場が
施肥マニュアルを作成
・令和５年度：施肥マニュアル用データ収集・解析
・令和６年度：施肥マニュアルの作成

施肥マニュアルを活用した生産物の評価、高付加価
値化等の検討
【構成員：有識者(大学、民間)、漁業者、行政等】

マニュアルの活用

①海藻等養殖の生産性向上と安定化
②収益性向上による複合経営の確立

・施肥マニュアルの作成
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部
）

新
規

・
改

善
・
既

定

事
業

名
う

な
ぎ

資
源
持

続
的

利
用
対

策
事

業
課
名

漁
業

管
理
課

国
庫

・
県
単

１
事
業
の

目
的

・
背
景

資
源
の

減
少

が
指
摘

さ
れ

、
国
際

取
引

規
制

の
恐
れ
が

あ
る

ニ
ホ
ン

ウ
ナ

ギ
の

持
続
的

な
利
用

の
確
保
に

向
け

、
国
際

的
な

体
制
の

下
で

国
が
進

め
て
い

る
資

源
管
理

や
養

殖
業

の
規
制

管
理
を

適
正
か
つ

円
滑

に
進
め

、
生

産
量
全

国
第

３
位
の

位
置
に

あ
る

本
県
ウ

ナ
ギ

養
殖
業

の
持

続
的
か

つ
健
全
な

発
展

を
図
る

。

２
事
業
の

概
要

５
９

，
８
５
０

千
円

（
１

）
予

算
額

国
庫

：
４
，
２

５
０

千
円

一
般
財

源
：

５
５
，

６
０

０
千
円

（
２

）
財

源

令
和

３
年
度
～

令
和

５
年
度

（
３

）
事
業

期
間

（
一
財

）
宮
崎

県
内

水
面
振

興
セ
ン

タ
ー

、
県

（
４

）
事
業

主
体

（
５

）
事
業

内
容

①
（

国
１
／
２

県
１

／
２

、
県
単

）
３

９
，

３
４
２

千
円

持
続
的

利
用
対

策
推

進
事
業

国
内
に

お
け
る

資
源

管
理
対

策
と

し
て
推

進
さ
れ

る
三

位
一
体

（
ウ

ナ
ギ

養
殖
業

、
シ
ラ

ス
ウ

ナ
ギ

採
捕
、

親
ウ

ナ
ギ
漁

業
）

に
よ
る

対
応
の

一
層

の
推
進

及
び

、
ウ
ナ

ギ
の

国
際
取

引
が

規
制

さ
れ
た

場
合

に
お
い

て
も

持
続
的

な
養
殖

生
産

体
制
を

維
持

す
る
た

め
の

対
策
を

実
施

②
持

続
的

利
用
対

策
指

導
事
業

２
０

，
１
８
９

千
円

内
水
面

振
興
セ

ン
タ

ー
に
よ

る
う

な
ぎ

資
源
の
適

正
管

理
に
係

る
全

体
指
導

の
実

施

③
県

推
進

事
務
費

３
１
９

千
円

密
漁
監

視
の
実

施
、

種
苗
の

流
通

調
査
等

３
事
業
効

果

《
養
鰻

業
生

産
額
約

100億
円

の
維

持
》

資
源

の
適

正
管

理
に

よ
り

う
な

ぎ
資

源
の

維
持

・
増

殖
と

持
続

的
利

用
が

図
ら

れ
る

。
（
１

）

漁
業

生
産

の
み

な
ら

ず
、

地
域

経
済

に
お

い
て

も
重

要
な

位
置

を
占

め
る

養
鰻

業
の

（
２

）持
続

的
か

つ
健

全
な

発
展

が
図

ら
れ

る
。
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安全・安心な水産物の安定供給を図るため、漁港施設の老朽化対策や地震・津波対策を重点的に進める。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 水産流通基盤整備事業（国20/30～5/10 県4/10～7/30 市1/10）

流通拠点漁港での安全・安心な水産物の安定供給を図るための施設整備
② 水産物供給基盤機能保全事業（国5/10 県4/10 市町1/10）

漁港施設の老朽化対策や施設の更新を行い、機能保全を図るための施設整備
③ 漁港施設機能強化事業（国5/10 県4/10 市町1/10）

地震・津波対策や高潮・波浪増大対策として漁港施設の機能強化整備
④ 水産生産基盤整備事業（国5/10 県4/10 市町1/10）

生産拠点漁港での安全・安心な水産物の安定供給を図るための施設整備
⑤ 漁港機能増進事業（国5/10 県4/10 市町1/10）

生産者の就労環境の改善や漁港施設の有効活用を図るための施設整備
⑥ 港整備交付金事業（国5/10 県4/10 市町1/10）

地方港湾と第一種・第二種漁港が連携して地域再生を推進するための施設整備
⑦ 漁村総合整備事業（国20/30～10/30 県0 市町1/10）

漁業集落排水施設の老朽化対策を図るための整備

⑵ 事業の仕組み ①～⑦ 県

⑶ 成果指標
地震・津波対策完了漁港数 現状（令和４年）２漁港 → 令和７年 ６漁港

事業の概要

水産基盤（漁港）整備事業
漁業管理課 １，６１４，８１７千円

【財源：国庫、負担金、県債、一般財源】
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名
「
美
し
い
宮
崎
の
港
づ
く
り
」
プ
レ
ジ
ャ

課
名

漁
業
管
理
課

ー
ボ
ー
ト
適
正
管
理
強
化
事
業

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
美
し
い
宮
崎
の
景
観
を
守
る
た
め
、
「
美
し
い
港
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
漁
港
等
に
お
け
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
問
題
の
解
決
を
図
る
。
ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ

ー
ボ
ー
ト
調
査
員
を
配
置
し
て
、
未
申
請
者
等
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
係
船
環
や
周
知
看

板
等
の
環
境
整
備
を
行
い
公
共
水
域
等
の
適
正
利
用
を
推
進
す
る
。

２
事
業
の
概
要

１
１
，
２
１
８
千
円

（
１
）
予
算
額

そ
の
他
特
定
：
１
０
，
０
１
４
千
円

一
般
財
源
：
１
，
２
０
４
千
円

（
２
）
財

源

令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度

（
３
）
事
業
期
間

県
（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

○
「
美
し
い
宮
崎
の
港
づ
く
り
」
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
適
正
管
理
強
化
事
業

１
１
，
２
１
８
千
円

ア
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
調
査
員
を
雇
用
し
、
定
期
的
な
巡
視
に
よ
る
漁
港
等
の
適
正
利
用

の
確
認
及
び
未
申
請
者
に
対
す
る
是
正
指
導
や
使
用
料
未
納
者
へ
の
納
付
指
導
等
を
実
施

イ
係
船
環
等
の
環
境
整
備
や
漁
港
内
の
廃
船
等
の
処
分
の
実
施
に
よ
り
航
路
、
泊
地
等
の

安
全
性
を
確
保

３
事
業
効
果

《
未
納
者
数
：
４
人
（
令
和
元
年
度
末
）
→
０
人
（
令
和
５
年
度
末
）
》

《
簡
易
代
執
行
等
に
よ
り
放
置
艇
を
削
減
す
る
》

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
適
正
な
係
留
施
設
に
係
留
さ
せ
、
漁
港
内
の
廃
船
等
を
除
去
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
環
境
改
善
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
漁
業
活
動
や
周
辺
環
境
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
水
域
等
の
利
用
の
適
正
化
が
期
待
で
き
る
。
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①
漁
業
活
動
へ
の
支
障
、
漁
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

②
漁
港
施
設
等
の
私
物
化
・
権
利
化
、
公
共
施
設
の
破
損
、
沈
・
廃
船
化

③
津
波
時
に
流
出
し
、
漁
船
や
周
辺
の
家
屋
等
に
損
壊
を
与
え
た
り
航
路
等
に
沈
没
す
る
危
険
性

④
洪
水
・
高
潮
時
に
お
け
る
流
水
の
阻
害
、
放
置
艇
の
流
出
に
よ
る
災
害
の
発
生

⑤
違
法
駐
車
、
騒
音
、
ゴ
ミ
・
油
等
の
不
法
投
棄
、
景
観
の
悪
化

⑥
不
十
分
な
安
全
管
理
に
起
因
す
る
事
故
や
遭
難

漁
港
等
に
お
け
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
が
全
国
的
な
問
題

問
題
を
顕
在
化
さ
せ
な
い
た
め
、
放
置
艇
対
策
の
促
進
が
必
要

・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
調
査
員
に
よ
る
漁
港
の
巡
視
に
よ
り
、
漁
港
等
の
適
正
利
用
の

確
認
未
申
請
者
に
対
す
る
是
正
指
導
や
、
使
用
料
未
納
者
へ
の
納
付
指
導

・
係
船
環
等
の
環
境
整
備
や
、
廃
船
等
の
処
分
に
よ
り
航
路
、
泊
地
等
の
安
全
性
を
確
保

・
未
申
請
者
や
使
用
料
未
納
者

・
所
有
者
不
明
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

・
係
留
施
設
の
整
備
等

許
可
制
導
入
に
伴
う
問
題

「
美
し
い
宮
崎
の
港
づ
く
り
」
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
適
正
管
理
強
化
事
業

・
適
正
な
係
留
施
設
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
係
留
さ
せ
、
廃
船
等
を
除
去
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
環
境
改
善
が
図
ら
れ
る
。

・
漁
業
活
動
や
周
辺
環
境
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
公
共
水
域
等
の
利
用
の
適
正
化
が
期
待
で
き
る
。

事
業
効
果

「
美
し
い
宮
崎
の
港
づ
く
り
」
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
適
正
管
理
強
化
事
業

未
申
請
者
等
対
策
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
の
対
策
が
必
要

県
内
漁
港
に
お
い
て
、
放
置
等
禁
止
区
域
を
設
定
し
、

プ
レ
ジ
ャ
ボ
ー
ト
許
可
制
を
導
入
（
平
成
２
１
年
７
月
～
）
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